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外国人と日本人とが、ともに豊かに生きる地域社会を! 

Fujimino International Cultural Exchange Center 

2016年 冬 号 （季刊） 第138号 

 新年のご挨拶が遅くなり申し訳ありません。皆様

お元気で新年を迎えられたことと思います。 

 いよいよ２０１６年がスタートしました。昨年は

ＩＳ等によるテロや、シリアやアフガニスタンから

の難民、世界各地の大自然による災害等、不安と波

乱に満ちた１年でしたが、２０１６年はせめて、安

心して暮らせる年になってほしいと願わざるを得ま

せん。 

 一方、木村・梶田両氏のノーベル賞受賞やラグ

ビーワールドカップの３勝等うれしいニュースもあ

りました。 

 ふじみの国際交流センターも、二つの教育賞をい

ただくといううれしいことがありました。 

 １つは、読売新聞社がすぐれた業績をあげている 

教育者や団体を広く全国から選び、その功績を顕彰

することで、現場で活躍する人々の励みとなり、ひ

いては多様で創造性に富んだ教育環境づくりを推進

することを目的とした「読売教育賞」です。 

 もう一つは「埼玉・教育ふれあい賞」の受賞でし

た。埼玉県内で教育活動に熱心に取り組んでいる学

校や教育関係団体を表彰してくれるものです。 

 いただいた二つの賞に恥じないように、責任と誇

りをもって、皆で力を合わせて今年も活動していき

ます。 

 変わらぬご理解とご支援をどうぞよろしくお願い

いたします。（石井ナナヱ） 
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あけましておめでとうございます 

読売教育賞 ふれあい教育省 
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教育賞を受賞 
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＊第６４回読売教育賞・ 

 地域社会教育活動 
読売教育賞は１９５２年に読売新聞社が教育の

発展の一助にと創設した賞です。対象は教育の現

場で意欲的な研究や創意あふれる指導を行い、優

れた成果をあげている教育者や団体です。全国か

ら１３部門に１１４の応募があり、ふじみの国際交流

センターは地域社会教育活動部門の最優秀賞に

選ばれました。 

応募のタイトルは「共に学び共に育つ好循環 ≪

市民による多文化共生の実践≫」です。 

狙いは、『社会に適応するための努力をしている

のにうまくできず、社会生活上さまざまな困難をき

たしている在住外国人を支援し、社会生活の不自

由さ、家庭生活のしづらさを解決していけるようエ

ンパワーメントし、誰もが自分の将来を想像し創造

する生き方ができる社会を目指す』としました。 

応募の理由は、『Think global Act local の精神

に基づいた、市民による多文化共生の実践モデル

として、助言や知識をあらゆる手法や媒体を通して

PRし、社会の理解を得るとともに、200万人にも及

ぶ移民の実情を知ってもらい、担当省庁の設置を

望むことです。また使命感と熱意をもって活動して

くれているスタッフの能力が、できれば賃金や社会

的評価によって裏打ちされることを期待している』と

しました。 

原稿用紙２０枚の応募文と、ＦＩＣＥＣ１８年の歴

史、日本語教室や多言語情報を提供するときの心

意気とフィールド演習の報告書の４種類を提出しま

した。 

応募の全文は２月に読売新聞のＨＰに掲載され

るようなので、概要だけをお知らせします。 

 

タイトル「共に学び共に育つ好循環」 

１ 在住外国人の生活課題を解消するふじみの国

際交流センターの活動 

２ 移住でなく定住型に変わった最近の外国人事

情 

３ 多文化共生の第1歩は、日本語教室からの出

発 

４ 多文化共生の実践に欠かせない外国人スタッ

フの活躍 

５ 外国人の活力を地域資源とするためにほ んの

少しのサポートが大切 

６ 生きるために必要な基礎学力を身に付け、社会

に適応できる子どもを育てる 

① DV被害を受けシェルターに入居した母親と 

その子どもたち 

② 生活相談に訪れた親と、その生き方に翻弄 

される子どもへの支援 

③ 国際子どもクラブに通う子どもたち 

④ インターンシップで受け入れた高校生 

７ 大人の学びとNPOの可能性 

８ ボトムアップの組織づくりとすばらしき仲間たち 

９ 共に学び共に育つ好循環  

の９項目にまとめました。そして、 

『一歩前に出て外国人と関わることで自分の世

界も広がる。外国人と接することで感動したり驚い

たり、周りのことに興味が広がったり、物事の基準を

考え直したり、細かいことにくよくよしなくなったりす

る。FICECで体験した「共に学び共に育つ感動」を

社会に大いにアピールしていきたい。 

一人が変われば地域が変わる。地域が変われ

ば社会が変わる。こんな実感が味わえるのも外国

人との交流活動があったからこそで、常に学び続

ける存在としての団体でありたいと思っている』とま

とめました。これからも皆で力を合わせ、共に学び

共に育っていきたいと考えています。 

 

＊埼玉県ふれあい教育賞 
この賞は教育に対する関心と理解を一層深める

機会として、埼玉県が毎年11月1日を「彩の国教育

の日」に指定し、日々の教育活動に熱心に取り組

んでいる学校や教育関連団体を表彰するもので

す。表彰を始めて9年目を迎えた２７年度、県国際

課の推薦により、県内の41の学校・団体の一つとし

てＦＩＣＥＣも表彰されました。 

国際子どもクラブの活動を中心とした、１８年に

わたる青少年育成活動を認めていただいたもので

す。 

ＦＩＣＥＣは 表彰式でプレゼンテーションを実施

し、彩の国教育の日推進会議委員から講評をいた

だきました。また、同会場に取り組みを紹介したパ

ネルを展示し、副知事を始め参会された多くの方

に御覧いただきました。（石井ナナヱ） 

二つの教育賞をいただきました 
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ＦＩＣＥＣを卒業した子どもたちの活躍（１） 
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中国ハルピン出身。現在19歳。川越工業

高校定時制の4年生。父親・母親・王くん

の3人家族。先に来日していた父親の後を

追って、2011年4月に15歳で母親と日本に

来た。その後、大井中学校の3年生に2学期

から編入。 

日本に来て驚いたのは、みんながさしみ

を食べていることと、電車が時間通り頻繁

に来るので便利なこと。中国では生の魚は

ほとんど食べないし、電車は30分に1～2本

ぐらいしか来ない。今でもさしみは食べら

れない。 

FICECのことは、中国人の友人からパン

フレットをもらって知った。FICECには毎

日スタッフがいて日本語を教えてくれるの

で、夏休みや土曜日の子どもクラブに来て

いた。中学校では、相談室で日本語の先生

に日本語を教えてもらっていた。それが、

FICECのスタッフの山崎さんだった。山崎

さんは僕に、「日本語をがんばって勉強し

て覚えて欲しい」と日本語の教科書を渡し

てくれた。中学校では、週2～3回、1回2時

間ぐらい学習した。半年で日本語は普通に

話せるようになったが、「に」「を」

「が」「は」などの助詞の区別が難しい。

バスケを中国で小学校4年生からしていた

ので、体育の時間は楽しかった。 

当時は、日本語が話せなかったので、日

本人の友人はなかなかできなかったが、

FICECで他の中国から来た友人ができた。

一番の思い出は「国際フェスティバル」

で、母が餃子と饅頭のお店を出して、それ

を手伝ったことだ。 

今年3月、高校を卒業し、電気の専門学

校に行くことが決まっている。昔は通訳に

なりたいと思っていたが、今は将来電気関

係の仕事につきたいと思っている。 

今、父親は中華料理店の厨房で働き、母

親も弁当工場で仕事をしていて、生活は順

調でとても楽しい。僕もスーパーの精肉

コーナーでパック詰めやラベル貼りのバイ

トをしている。友人が辞める時に紹介して

もらった。ずっと日本には住むつもりだ

が、中国には祖父母が住んでいるので、

時々中国に帰る。小さい頃から育ててくれ

て、祖父母は大好き。週1、2回電話で話し

ている。 

FICECがあってすごく助かった。無料で

日本語の勉強や高校へ行く時に進路の相談

ができたから。今も休みの日に、学校で分

からないことを聞きにFICECに行く。母国

語で相談できるのでとても気持ちが楽にな

る。今では日本人の友人が多いので、中国

語は家族以外ではあまり使わない。      

趣味は日本の将棋。携帯で学校の友達と対

戦している。友達とはゲームの話をよくす

る。日本と中国の若者は遊び方が違う。日

本人はPSPやDSをよくするが、中国ではパ

ソコンでゲームをすることが多いのでDSは

あまりやらない。 

いつかFICECで後輩に日本語を教えるボ

ランティアをやってみたい。日本に来て最

初は言葉ができなくても、バスケやサッ

カーを一緒にすることで友達はできると伝

えたい。 
（インタビュー：加藤・小林、写真：本多） 

いつかFICECでボランティアとして 

後輩に日本語を教えたい 

中国ハルピン出身。現在19歳。川越工業高校 

王 傲くん 



スタッフ紹介 
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佐竹裕子佐竹裕子佐竹裕子佐竹裕子    雑 感 

○月○日 

 日本には「家族滞在」の資格を持つ外国人

が約１２万６千人住んでいる。Ａ君もその一人

で夜間高校の４年生。就職を考える時期なの

だが、家族滞在ビザで在留する人の就職は難

しい。まず在留期間が扶養者の在留期間と同

じになるので、彼の場合父親の在留期間が満

了すると彼の在留期間も満了することになる。

また、家族滞在の在留資格では、資格外活動

許可の範囲の週２８時間以内しか働くことがで

きない。仕事の内容も「人文知識・国際業務」

に限定される為、就職の機会が限定されてし

まう。どうしたものかと悩んでいた所、朗報が届

いた。 

 家族滞在で在留している人の中で小さいころ

から日本で暮らし、日本の義務教育を経て高

校を卒業している等、日本社会への十分な定

着性が認められる人が「定住者」への在留資

格変更許可申請をした場合、日本の社会に十

分定着性が認められる人として「定住者」に変

更許可する方向で検討してもらえるようだ。中

学生で日本に来た彼の場合この許可を得られ

るか未定だが、真面目で心優しく、日本が大

好きという彼に是非適用できることを願いた

い。 

 在留資格を整備したり、上陸審査の円滑化

に向けた手続を新設したり、入管法は目まぐる

しく変わるが今回の改正は大いに評価したい。 

○月○日 

 ３日間のお正月休み、家の近くをぶらぶら歩

いた。エルニーニョの影響で暖冬の毎日、公

園で遊ぶ親子が目立つ。男の子は凧揚げで

なくフリスビーで、女の子は羽根つきでなくバド

ミントンで遊んでいる。形は変わっても家族で

遊ぶ様子は心が和む。明日からセンターが始

まる。今年はどんな事があるかしら。どんな人

に会えるかしら。外国人事情はますます複雑

に難しく、忙しくなるだろう。大きく深呼吸して

みた。毎日行く所があり、毎日やることがある幸

せに感謝した。 

見送りの三振より 

  空振りの三振 
パート II 石井 ナナヱ 

訪ねた先は川越街道から上福岡駅寄りに

少し入った一軒家だったから、センターの

設立からほどない頃だったのだろう。当時

「21世紀は国際化社会」と盛んに言われ始

めていた。 

初めて訪ねた私にフィリピン人女性がお

手製のスープをふるまってくれた。内職を

する場があり、行き所を失くした外国人母

子に１週間程度寝泊まりできる場も用意し

ている、と石井さんは言った。 

ここはイメージしていたような華やかな

交流の場ではなかったが、温かさがあっ

た。アジア圏を主とする様々な国の人たち

や、様々な事情を抱えることになった人た

ちが手を取り合って、それぞれが出来るこ

とをしながら、異国での生活の安らぎのひ

と時と希望を紡いでいた。決して目をそむ

けてはいけない「国際化の一つの側面」を

私は衝撃を持って受け止めた。 

あれから20年。ふじみ野市内に居を定め

た縁もあって、何か出来ることがあれば

と、昨年、私はセンターの門を叩いた。こ

の間に、センターは認定特定ＮＰＯ法人と

なり、幅広い事業を展開していた。 

「多文化共生・自立支援・国際理解」そ

れはスタッフ同士を繫ぐ共通の思いでもあ

り、「文化の違いを超えて、誰もが人とし

て認められ、尊重し合って生きる環境づく

り」とも読める。 

一方、日本に住む外国人はますます増加

し、問題も多様化・複雑化してきている。

国の動向とともにFICECの今後は目が離せ

ない。 
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振返振返振返振返りのりのりのりの感想感想感想感想                        劉圭霖劉圭霖劉圭霖劉圭霖 

 初めてセンターからパソコン講師ボラン

ティアのお話が来たのは10年以上も前のこ

と。まだセンターは鶴瀬にありましたね。

その頃は自分のスクールが忙しくてお断り

しました。それから５年後再度違う方から

お話が…これは何かの縁？かなと思いお受

けしました。外国籍の方やスタッフの方か

らスタートし、今では日本人枠も加えて

色々な方との授業を私自身も楽しみながら

進めています。私をサポートして下さって

る矢澤さんにも感謝しています。センター

のスタッフの方々の思いやりのある真摯な

対応を横目に…少しでもセンターのお手伝

いが出来ればと思いながら。センターに来

はじめてから日本で生活している外国の方

の様々な問題を知り自分自身の見識の浅さ

に反省然りです。 

 皆さん熱心で確実にパソコンを楽しんで

勉強しています。進歩や成長が確実で早い

です。何事もそうですが楽しんでやるのが

一番。パソコンは苦手でちょっと…(-。-)

y-゜゜゜と思っている方々…楽しいですよ

(^_-)-☆木曜日の午後に開いています。興

味のある方どうぞ。 

 必要なのは継続だけです(^^♪ これから

も私の出来る範囲でセンターをサポート出

来たらなと思っています。 

いつも応援していただきありがとうございます。 
ＦＩＣＥＣでパソコンを教えて下さっている梶里美先生をご紹介します 

 2013年の春、大学一年目の勉強が終了し

た頃に、私は先生の紹介をきっかけに、ふ

じみの国際交流センターでのインターン研

修を始めました。 

 ここは一応パッとしない場所ですが、県

内でも非常に知名度の高いNPOです。それ

はセンターの皆さんが非常に偉いことをな

さっているからだと思います。外国人の自

立支援と多文化共生社会づくり、センター

はそれをミッションとして、情熱やスキル

が溢れるスタッフが数多く集まっていま

す。 

 私は当時日本に渡ってきたばかりの際

も、言葉に困って、生活にも慣れてない

し、色々苦労をして現在に至りましたの

で、困った外国人の心境と、助けを求める

為に訪れた際の立場はある程度分かってお

ります。自分がここで役に立つかもと思い

ながら、そして、お世話になったセンター

に恩返ししたい気持ちで、毎週金曜日にセ

ンターのボランティア活動をやり始めまし

た。3年弱の活動の中、私はいつも暖かい

雰囲気を感じていて、いつも目新しい出会

いがありました。ふじみの国際交流セン

ターのお陰で、ホントにたくさんの素敵な

経験を積んでおり、感謝しております。 

 時間の経つのが早くて、いよいよ卒業の

季節を迎えました。私はこれから北陸の富

山県へ仕事で移り住みます。4年間生活を

送っていた埼玉県を残念ですが離れること

になりました。でも今後時間があれば、是

非また遊びに参りたいと思っております。 

 ふじみの国際交流センターがこれからも

より輝けるよう応援いたします。 

パソコン教室受講者と梶先生（写真中央） 
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FICECの活動分析 

FICECってどんな団体！？ 
〜SWOT分析から見えてきた私たち（後編） 

前回のハローフレンズ秋号で、現在FICECの

広報部が取り組んでいるSWOT（スウォット）

分析について書きました。今回はその続編と

して、SWOT分析後、どのような事業アイデア

が出てきたか少しご紹介したいと思います。 

スタッフ会議では、スタッフ全員で以前の取

り組みで出てきたFICECの強み（Strength）、

弱み（Weakness）、機会（Opportunity）、脅

威（Threat）を、「強み×機会」、「弱み×

機会」、「強み×脅威」のようにそれぞれ一

つずつ掛け合わせていきました（「弱み×脅

威」は、事業提案しても取り組むのが最も困

難で、弱みより強みを活かした方が良いとの

判断から行っていません）。そして、掛け合

わせたものの中で、現実的に実行していけそ

うなものを抜き出し、どのような事業が考え

られるか話し合いました。例えばこんな感じ

です。 

この中ですでに着手しているのは、三つの目

のFICECを卒業した子どもたちの活躍を、社会

に周知してもらうためのツールの開発です。

写真集、パネル展示やチラシの作成などを想

定しています。私たちが、地域で暮らす外国

人のより所として存続するためには、日本で

の外国人の暮らしや私たちの活動を広く人々

に知ってもらい、FICECの存在価値を高める必

要があります。地域の人々、多くの人々に支

えてもらえるFICECにする必要があると考えて

います。そのため、現在FICECを卒業した子ど

もたちに順次インタビューを行っています。

FICECに関わって、しっかり自分の道を切り拓

いていった子どもたちの成長ぶりを今後も温

かく見守り、ご支援いただければと思いま

す。 

（広報部担当 加藤） 
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11月21日（土）富士見市ピアザ☆ふじみにて、ウズベキスタン人

講師による「ウズベキスタン料理を作って食べましょう」イベント

がありました。大きな赤いピーマンにひき肉や米をつめてじゃがい

もやにんじんと一緒に煮込んだスープ、かぼちゃとたまねぎのパ

イ、サラダを作りました。日本人の口にも合うシンプルな味でし

た。食事が終わった後は講師のご家族から国についての講義を受

け、ウズベキスタンを身近に感じられた一日になりました。 

    ウズベキスタンウズベキスタンウズベキスタンウズベキスタン料理料理料理料理をををを作作作作ってってってって食食食食べましょうべましょうべましょうべましょう    国際交流国際交流国際交流国際交流サロンサロンサロンサロン企画企画企画企画 

日時：2月20日（土） 

場所：ピアザ☆ふじみ 食育推進室（ふじみ野駅東口・交番となり） 

時間：10：00～14：00 

参加費：1,200円（当日担当者にお支払い下さい） 

持ち物：エプロン・三角巾・お持ち帰り用タッパ 

申し込み方法：電話でお申し込みください tel 049-256-4290   

大根もちと、台湾の正月料理を作ります。大勢の方の参加をお待ちしています！ 

    これからのイベントのおこれからのイベントのおこれからのイベントのおこれからのイベントのお知知知知らせらせらせらせ    
台湾料理教室台湾料理教室台湾料理教室台湾料理教室    国際交流国際交流国際交流国際交流サロンサロンサロンサロン企画企画企画企画 

    日本語教室日本語教室日本語教室日本語教室でイベントでイベントでイベントでイベント    ～～～～年末年末年末年末のそばのそばのそばのそば打打打打ちとちとちとちと年始年始年始年始のののの書初書初書初書初めめめめ～～～～ 

日本語教室では毎年末に「そば打ち」、年明けに「書初

め」を行います。「そば打ち」は学習者さんと日本語ボラ

ンティアの日本人が一緒に、蕎麦を粉から練って伸ばし、

細く切り、茹でてにぎやかに食べるイベントで、1年の最

後を締めくくります。「書初め」は、それぞれが今年の目

標を書きます。両方とも沢山の人たちが参加してくれまし

た。日本語が早く上手になるといいですね。 

12月26日（土）子どもクラブのお楽しみ会が開かれ、子ど

も達、ボランティアとスタッフ総勢40名で食事やゲームを楽

しみました。その後、FICECで勉強し、進学した先輩を囲ん

で、受験や将来の事についてアドバイスをもらう時間を設

け、子ども達は色々なことを相談していました。 

    子子子子どもクラブおどもクラブおどもクラブおどもクラブお楽楽楽楽しみしみしみしみ会会会会とととと「「「「先輩先輩先輩先輩のののの話話話話をををを聞聞聞聞くくくく」」」」 
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センターの活動をご支援ください 

会員・賛助会員・寄付のご案内 
ご寄付をいただいた方々 
ご支援ありがとうございます 

●活動を担う会員……正会員 

 正会員は、スタッフなどとして活動を担っていただく会員

です。この会員は、総会などでの議決権をもちます。 

 年会費：個人１口3,000円、団体１口10,000円 

●センターを財政的に支える会員……賛助会員 

 賛助会員は、センターを財政的に支えていただく会員で

す。総会等での議決権はありませんが、センターのイベン

トなどのご案内や、機関誌をお送りいたします。 

 年会費：個人１口3,000円、団体１口10,000円 

会員、賛助会員にはこの機関紙をお送りします 

郵便振替口座：00110-0-369511 

口座名：ふじみの国際交流センター 

●2015年1月～（50音順・敬称略） 

ふじみの国際交流センターでは、日本語指導をは

じめ、外国籍市民との交流・手助けをするボランティ

アを募っています。ぜひ、電話またはホームページ

から、お気軽にご連絡ください。 

ボランティア活動に、ご参加ください 

外国人生活相談 無料 

月曜日～金曜日 10：00～16：00 

電話：049-269-6450 
困っている外国人の方がおられたら 

センターをご紹介ください。 

阿澄康子、穴沢エミリン、新井順子、新

井洋子、荒田光男、イオン(株)大井店、

石井ナナエ、石塚雄康、イスマイロワ・

マストラホン、板倉浩子、伊藤真弓、岩

田仁、岩田レニ、インデイ・ヤマンゲ、

上原美樹、尾浦与子、大澤エミリー、太

田原裕、荻原千代子、小熊千寿子、小原

知子、加藤久美子、加藤惣一郎、加藤由

里子、葛西敦子、金沢国勝、神田順子、

木村澄恵、木村梨絵、丘亜蘭、邱皇親、

樟山直美、熊谷洋興、栗島三千代、国際

ソロプチミスト埼玉、木場ひろみ、小林

暁美、駒形一夫、酒井有香、サタール・

イクラ、佐竹裕子、佐藤弘康、佐藤義治、

島田道子、アナリザ・シモモト、鈴木プ

レシーラ、高橋 博、竹内直江、武田和

子、田中つや子、坪田幹男、チャミンラ・

ニサンティー、チョン・ヒョンスク、寺

村璧如、戸塚咸子、内藤忍、中村禎作、

沼田伊久俊、野沢弘子、長谷川正江、早

瀬佐恵子、東入間地区遊技業防犯協力

会、彦由章、彦由眞希、松本ノエミ、向

吉孝子、矢澤美紀、山内典子、山﨑友理、

山畑博子、吉井ジュリエッタ、リバテ

イ、劉圭霖 

 

〒356-0004 埼玉県ふじみ野市上福岡5-4-25 

TEL:049-256-4290  FAX:049-256-4291 
生活相談専用電話 049-269-6450 

埼玉県指定・認定 
特定非営利活動法人 

ふじみの国際交流センター 

※コピー代など料金がかかる場合があります 

埼玉県指定・認定ＮＰＯ法人ふじみの国際交流セ

ンターに寄付をしてくださった方は税金の優遇を受

けることができます。 


